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１．１．１．１．    はじめにはじめにはじめにはじめに    
 阪神大震災以降，巨大地震に対する設計地震動

設定法の確立が緊急の課題となっている．地域社

会の維持可能性に着目して提案された既存の設

定法[1]では，構造物の耐震性強化のみが考慮され

ているが，極小頻度巨大地震に対しては防災投資

を行うよりも，保険を導入してリスクを分散する

ことでより効率的な対策が可能と考えられる． 
 本研究では，過去の研究をもとにリスク分散の

可能性を導入することで，地域社会が対応可能な

地震規模の上限値を設定する方法論を構築する． 

２．２．２．２．    計画学観点からみた設計地震動の設定法計画学観点からみた設計地震動の設定法計画学観点からみた設計地震動の設定法計画学観点からみた設計地震動の設定法    
（（（（1111）既存モデル）既存モデル）既存モデル）既存モデル 1111））））（モデル１）の概要（モデル１）の概要（モデル１）の概要（モデル１）の概要    
簡単のために住民 1人からなる地域を考える．地
域は富Ｗを持ち，防災投資水準Gを満たす防災投
資の最小費用 )(Gc と合成財 I とに分割して消費
する．地域社会を維持するために必要な最低限度

の合成財の消費水準 0I があり， 0II < のとき地域

社会は崩壊する．想定期間内に規模 gの地震が確
率密度 )(gpE で 1回起こるとし，地域社会が崩壊
する確率 Cp を求める． Cp を Cpδ 下げることに対

する支払い意思額 Wδ と，それに要する限界費用

)(Gc∂ 等しくなるところが防災投資目標とすべ

き巨大地震の上限規模 SG である． 
（（（（2222）リスク分散モデル（モデル）リスク分散モデル（モデル）リスク分散モデル（モデル）リスク分散モデル（モデル 2222））））    
 研究対象地域にて地震保険を購入可能である

との想定の下に，既存モデルを拡張する． 
モデル 1の設定条件に地震保険を加える． 
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保険料を(2)式のように定められるものとする． 
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IG は保険で担保しうる損害額の上限 ),( GGD I

に対応する地震規模を表す．また， ),,( GGgH I は

次式で表される保険金であり， ),( GgD は規模 g
の地震による損害額である． 
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(1)式を IG について解き， IG が最大となる防

災投資水準Gを決定する． 
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３．３．３．３．    モデル分析モデル分析モデル分析モデル分析    
 地震の規模別生起確率 )(gpE ，防災投資の費用

関数 )(Gc ，被害費用関数 ),( GgD を特定化し，モ

デル 2を用いて，担保上限地震動 IG と防災投資

水準Gの関係を分析した一例を下図に示す． IG
はG =503.2 を境に減少している．これが最適な
防災投資水準Gでありそのときの地域が耐えう
る地震の上限規模は *

SG =800.248 である．同様
の設定でモデル 1では *

SG =416.01であり，地震
保険を導入することで，より大きな地震規模まで

耐えうることが確認された． 

４．４．４．４．    おわりにおわりにおわりにおわりに    
 本研究では，保険と防災投資への富の最適な配

分を行うことにより，地域社会が耐えうる地震規

模の上限値を求める方法論を提案した．今後は地

震リスクの回避に関わる地域の選好構造を考慮

に入れた検討へと拡張することが望まれる． 
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図１　GとGIの関係
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